
平成 30 年 第 5 回教育委員会議(5 月定例)会議録 

 

日時     平成30年5月29日(火) 

午後1時30分より 

場所   香芝市役所5階 委員会室 

 

 

〔出席者〕 

教育長 村中 義男 

委 員(教育長職務代理者) 中木 秀一 

委 員 田中 貴治 

委 員 石原田 明美 

委 員 三岡 正美 

 

〔欠席者〕 

なし 

 

〔事務局〕 

教育部長 福森 るり 

教育部次長 澤 和七（こども課長兼任） 

教育総務課長 楠本 視和 

学校教育課長 上谷 基博 

生涯学習課長(青少年センター所長兼任) 隈崎 倫夫 

市民図書館長 好川 雅章 

 

〔書記〕 

教育総務課主幹 松田 陽介 

 

 

日程１ 定足数の確認 

日程２ 開会の宣言 

 

教育長  公私とも大変お忙しいなかご参集いただきまして、皆様ありがとうございます。定

足数に達しておりますので、これより平成３０年第５回教育委員会会議(５月定例)を開

会いたします。 

 

日程３ 署名委員の指名について  

 

教育長     署名委員は、中木委員と田中委員にお願いいたします。 

 

教育長     前回会議録につきましては、委員の皆様方にその写しを配布いたしております。また、

すでに署名委員のご署名をいただいておりますので、前回会議録の朗読につきましては、

会議の円滑な進行を図るため省略したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

各委員     (「異議なし」の声あり) 

 



教育長     異議がないということで、前回会議録の朗読を省略いたします。 

 

 

日程４ 教育長の諸報告  

 

教育長  では、日程に基づきまして、平成３０年４月２４日から本日５月２９日までの私の動

静についてご報告させていただきます。 

４月２４日は、第４回教育委員会議終了後、香芝市青少年健全育成協議会理事会に

出席し、５月２５日に開催される総会における議事内容について審議をお願いいたし

ました。 

４月２５日は、関屋小学校と関屋幼稚園にて、「ニコニコあいさつ運動」を行いまし

た。今年度から、市のマスコットキャラクターである「カッシー」をそれぞれの小学

校や幼稚園で登場させるサプライズを企画いたしました。当日はあいにくの雨天でし

たので、登場は次回へ持ち越しとなりました。 

その後、香芝市就学前教育保育協議会に出席し、今後の幼保の在り方について、私

の考えを交えながらご挨拶いたしました。 

また、志都美・旭ヶ丘小学校の女子ソフトボールチームが全国大会に出場し、見事

準優勝となりました。その報告に、監督・選手・保護者が訪問され、当時の思いと全国

優勝に向けての抱負を語っていただきました。 

４月２６日２７日は、和歌山市で近畿都市教育長協議会が開催され、参加し、他の

近畿県内の市の教育長と交流を図ってまいりました。定期総会後は、情報交換会があ

りましたが、いろいろと他市の教育長へ話を伺っていますと、大半は学校規模の適正

化、合併や統合、また小中一貫などが差し迫った問題であると悩まれていました。な

かには、学年を２クラス以上、これを適正規模とされ、新たな配置を検討されている

教育長もおられました。そのように考えますと、わが香芝市においてはまだまだ大丈

夫であるかと思いがちですが、やはり子どもの数というのは確実に減少していってお

ります。全体を眺めながら、整理をしていく時期がきているのかなと思います。今年

度は学校施設の長寿命化計画も策定されますので、児童生徒数の推移をみながら、将

来を見据えた学校施設の在り方についてもしっかりと議論を行っていただきたいと考

えております。 

５月１日は、市長より改めて教育長の辞令交付を受けました。市長からは、今まで

の行政経験を活かし、働き方改革など、山積する課題に取り組んでほしいという訓示

をいただきました。 

その後、香芝市立小中学校校長会に出席し、４月のスタートを大きな事故なく、順

調に切っていただいたことへのお礼と、ゴールデンウィーク中は、校長先生の立場で

学校運営に見落としはないか、新たな意識改革はなされているかなど、見直す機会に

していただきたいとお願いいたしました。 

５月８日は、奈良市のホテルリガーレ春日野にて、奈良県市町村教育委員会連合会

会議に中木委員とともに出席しました。会議では、本年度の同教育委員会の研修大会

を１１月９日にふたかみ文化センターで実施することが決定されまして、香芝市が担

当することになりました。１１月９日の当日は、委員各位のご出席並びにご協力のほ

どよろしくお願いします。 



５月９日は、１５日に開催される香芝市経営会議にて、本市の市民図書館のあり方

について協議されるため、それに先立ちまして、参考として伊丹市の図書館「ことば

蔵」へ副市長と福森教育部長、好川生涯学習課館長で視察へ行ってきました。図書館

の来訪者を増やす取組を市民レベルで行われており、大いに参考となりました。 

そして５月１５日の経営会議では、さらなるデータ分析及びマーケティングを十分

に行った上で、図書館に求められているものはなにかということを把握し、改善案を

引き出すこと、そういうことでまた継続協議となりました。 

５月１６日から１８日まで、全国都市教育長協議会定例総会並びに研究大会が岩手

県一関市で開催されましたので、参加いたしました。近鉄電車・東海道新幹線・東北

新幹線と乗り継ぎまして、約８時間の行程で非常にタイトなスケジュールでございま

したけれども、やはり震災による復興さなかの東北地域での開催ということもありま

したので、私自身得るものも多くありました。 

１９日は、香芝市ＰＴＡ協議会総会があり、教育委員のみなさまとともに出席をし、

祝辞を述べさせていただきました。 

同日午後からは、保育協議会研究大会があり、市内の「公」「民」の保育士が一同に

会して総会に参加し、その後奥村組社長の公演が開催されました。 

２２日は、社会教育委員会議、２５日は公民館運営審議会が開催されまして、それ

ぞれ今年度の事業方針について説明を行い、了承をいただいているところでございま

す。 

そのほかは、今月は各種団体の総会時期でもありましたので、それぞれ出席し、祝

辞を述べさせていただいたところでございます。 

そして、本日の第５回教育委員会会議でございます。 

以上、本日までの私からの諸報告でございました。何かご意見ご質問等ございまし

たら、よろしくお願いいたします。 

 

三岡委員   失礼いたします。２３日水曜日の香芝市人権教育研究会総会、こちらは各教員の方

が出席されたかと思いますが、今回のテーマやどんな総会だったのかお聞かせ願えま

すでしょうか。 

 

教育部長  失礼します。総会の内容はＬＧＢＴということで、「性の多様性」ということを含め

た内容であったと伺っています。あとは総会行事ということで各種行事報告といった

ものを先生の間でしていただいたという内容でございました、以上です。 

 

三岡委員   ありがとうございます。いまご説明いただきました中に「ＬＧＢＴ」という言葉が

出ましたが、香芝市の教育委員会として、このＬＧＢＴのこども達に配慮した今後の

具体的な取組などがありましたら、お聞かせ願えますでしょうか。 

 

教育部長  具体的な取組みということで、計画の中に年次的に実施するというようなものが記

載されている書類は今手元にございませんが、人権教育であったり、また道徳教育で

あったり、それ以外にもあらゆる学校生活の場面で性の多様性については、こども達

の発達段階にあわせた教育をおこなっていきたいと考えております。これは文部科学

省からもそのような通知が来ておりますので、それに沿った内容のものになるかと思



います。以上です。 

 

三岡委員   ありがとうございます。ＬＧＢＴの件なのですけれども、特にトランスジェンダー、

こころと身体の性が一致しない生徒に対して、私常に考えておりましたのが、中学校

の制服を変更してあげることもよいのかなと思っております。女の子だからスカート

を履かなければならない、ということに縛られず、ジャケットとパンツ、ジャケット

とキュロット・スカートなど、着用する制服を選択できるような、トランスジェンダ

ーに向けた制服を導入している学校が増えてきているようで、もし香芝市でも変更が

可能であれば、今後の検討すべき課題の１つに加えていただけたらと思います。制服

の変更自体はかなり大きなこととなりますので、学校の校長先生の承諾を得るとか、

ＰＴＡでアンケートを取ってみなさまの了承を得るということがとても大事だとおも

います。校長先生の中には、ＬＧＢＴに配慮した制服に変更したいというお気持ちを

持っている方もいらっしゃいます。また、このようなことはとても大きなこととなり

ますので、行政が動いて欲しいという希望も伺っております。ですから、これからの

検討課題としてあげていただければありがたいかと思います。 

 

教育長   ありがとうございます。ほかにご意見・ご質問ございませんか。 

 

中木委員  １点のお願いと１点の質問でございます。まずお願いですが、４月２５日に、志都

美・旭ヶ丘小学校のスポ少の女子部が準優勝したという非常に嬉しい話を聞かせてい

ただいたところです。それは非常に結構で今後ともがんばっていただきたいという気

持ちの対極に、いま現在、日大のアメフト部のことがマスコミで取り上げられていま

す。その背景には、勝利至上主義が下のほうに重くのしかかっているのではないかと

いう気がしてなりません。香芝市でも、例えばスポーツ少年団でも指導者をじっくり

みていくと、勝利・勝利ばかりにこだわっているという場面が若干見受けられるとい

うような報告を聞いたことがあります。教育委員会担当のこども達、これは、スポー

ツをやっていくなかで、やはり教育という面で人間形成といったようなことが一番根

底になければいけないと私は思います。その意味で、スポ少の結団式がすでに行われ

たということもあるのですが、中学校の部活でも同じようで、やはり根底にあるべき

もの、これをしっかり叩き込んだ上で、活動を進めてもらいたいということの周知を

お願いしたいなと思っております。これがお願いの件です。 

  次に質問の件ですが、５月１６日に岩手まで行っていただき、都市教育長協議会に

出席していただいたわけでございますけれども、先ほど近畿での主な話題は聞かせて

いただきましたが、全国のほうではどういった方向の話題がいま出ているのか、そう

いったことについてご報告いただければありがたいと思います。以上です。 

 

教育長  そうしたら、まず最初のスポ少、指導者への教育等の周知の関係につきまして、隈

崎生涯学習課長から回答いたします。 

 

生涯学習課長  失礼します。先ほどスポーツ少年団における勝利至上主義に走っていないかという

取組についてですが、まずスポーツ少年団がそもそもスポーツによる子どもの健全育

成ということを組織的にしています。スポーツ少年団は、団員と、指導者、母集団（保



護者）の３つで成り立っています。それぞれに、まずこども達が楽しむことを前提に、

指導者には指導者講習会等も実施し、勝利至上主義に走らないように注意喚起をして

います。また、母集団に関しても講習会をしておりまして、子どもの学齢期における

スポーツの役割の話を講習会内でしておりますので、常に注意を図りながら活動して

いるところでございます。また、勝利至上主義の１つの表れでとしては、交流試合を

たくさんする、遠征にたくさん行くなどが考えられますが、それについてはスポーツ

少年団本部としては、まず交流試合をする前には届出をする制度になっております。

そのため、過度な交流試合やたくさん親御さんに対して負担を求めるような交流試合

は出来ない仕組みにはなっております。ただ、時代も変わってきておりまして、最近

では、スポーツというのも「やるスポーツ」と「観るスポーツ」「支えるスポーツ」と

いう視点が変わってきております。昔はスポーツというのは「やる」一辺倒だったの

ですが、最近では「観る」・「支える」というふうに視点が増えてきており、親御さんに

ついても、従来はわざわざ自分の子どもがスポーツをしているところを観にいくこと

も少なかったですが、最近はスポーツをしている子どもを観ることそのものが親御さ

んの楽しみになっていることもございます。そういった部分では指導者としては冷静

にやりつつも、親御さんの間では加熱しすぎており、そんな中でレギュラー争いがも

とで、妬みやトラブルの元になっているという側面も実はあります。ただ、さきほど

も申し上げたとおり、注意喚起は常に行っており、情報発信をしながら、あくまでス

ポーツ少年団はスポーツによる子どもの健全育成を主眼としてやっております。そこ

は外さないように努めているところでございます。 

 

中木委員  今、教育委員会の取組を聞かせていただきましたが、是非ともそれが実を結ぶよう

な取組になってほしいです。やゆもすれば、勢いがすごいところばかりに目が行きが

ちで、本来のあるべき姿を見過ごしがちという懸念もありますので、いまおっしゃっ

ていただいた活動については非常に結構だと思いますが、それが本当に実を結びます

ように今後ともお願いしたいと思います。以上です。 

 

教育長  それでは、私のほうから、岩手の全国大会での説明をさせていただきます。全国大

会では、まず協議会の加盟は 802 市・特別区がございます。その協議会の前に予算・

決算、それと審議や役員の選出が行われたあと、文部科学省より初等・中等教育施策

の動向についてということで教育委員会制度でありますとか、新学習指導要領、また

学校における「働き方改革」、コミュニティースクールなど１３項目に渡りまして、文

科省のほうから概要の説明をしていただきました。冊子もこのような資料でいただい

ております。私にとっては、当面する課題も含めまして、新たな、そして現在の国の

動向等を学習するよい機会となりました。その後、３つの部会に分かれて研修が行わ

れました。私は、「教育の行財政」がテーマの部会に参加しました。内容は主に、小・

中学校の適正規模、適正配置、小中一貫校の推進についてというものでした。このと

きも文部科学省より、現在の状況について説明がありました。その後、２つの市の事

例発表があり、私の印象に残っているのは、宮城県名取市というところで震災の復興

事業として、被災した閖上（ゆりあげ）小学校・閖上中学校の再建をどうするかとい

うことで、いろいろ学校や教育委員会、地域の方、ＰＴＡと協議した結果、校舎一体

型の中高一貫校として新たな場所に建設するということで決着し、既に工事も終わり



この春には竣工しておりました。スライド等を拝見しましたが、かなり立派な４階建

ての校舎で、災害対策にも力を入れており、階段が１階から４階まで一気に登れるよ

うな津波対策用の階段を小学校棟と中学校棟にそれぞれ２箇所設けられており、また

小学１年生から中学校３年生まで全員が同じフロアで給食を食べられるスペースを設

けられていました。これは、いざ災害が発生したときに地域の方のスペースに移行さ

れるものとなります。ただ驚いたのが、総工費が約４３億円ということで、それぐら

いかかるだろうと思っていましたが、その工事費用が１００％国費の「災害復旧費」

が投入され、いわゆる県費・市費は０円であるという報告があったときに会場内はど

よめきが起こりました。国の予算配分に疑問をもったのは私だけではなかったのだな

と感じたときでした。 

  中木委員のご質問にありました、全国大会のときと近畿大会のときの違いというと

ころですが、やはり全国大会におきましても児童生徒数の減少ということが大きなテ

ーマでありました。資料によりますと全国の８割以上の市町村で適切規模でない学校

を抱えているまたは何らかの課題を認識しているという報告がありました。中には中

学校１人の生徒に７人の先生を抱えているという報告もありました。改めて、本市に

おいてもいまはこのような状況でありますが、今後児童生徒数の推移を見ながら、や

はり将来を見据えて学校の在り方にしっかりと準備をしていかないといけないかなと

感じさせられました。以上です。 

 

教育長  ほかにございませんか。 

  質問等がないようですので、日程５に進みます。 

 

日程５(１)香芝市社会教育委員の委嘱に関する報告及び承認について 

 

教育長   案件（１）承第６号「香芝市社会教育委員の委嘱に関する報告及び承認について」

を事務局より説明お願いいたします。 

 

生涯学習課長  失礼します。それではただいま提案になりました承第６号「香芝市社会教育委員の

委嘱に関する報告及び承認について」の提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、社会教育委員のうち、社会教育関係で選出しております、市ＰＴＡ協議会

会長が東田 直規氏から森 正幸氏に交代されたことに伴う、東田 直規氏の委員辞

職に対し、新たに森 正幸氏を香芝市社会教育委員に関する条例第２条第３項の規定

により、期間を前任者の残任期間とし、委嘱の専決処分を行いましたので、香芝市教

育委員会の権限に属する事務の一部委任及び臨時代理に関する規則第４条第２項の規

定によりご報告いたします。何卒、慎重審議いただき、ご承認賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの説明に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

各委員     (「なし」の声あり) 

 



教育長  それでは本件について、質問がありませんでしたので、原案のとおり承認してもよ

ろしいですか。 

 

各委員     (「異議なし」の声あり) 

 

教育長  それでは本件について、異議がありませんでしたので、原案のとおり承認すること

といたします。 

 

日程５(２)香芝市就学指導委員会委員の委嘱に関する報告及び承認について 

 

教育長  続きまして、案件（２）承第７号「香芝市就学指導委員会委員の委嘱に関する報告

及び承認について」を事務局より説明お願いいたします。 

 

学校教育課長  失礼します。ただいま提案になりました承第７号「香芝市就学指導委員会委員の委

嘱に関する報告及び承認について」の提案理由の説明を申し上げます。 

  本案は平成３０年４月１日付で、平成３０年度就学指導委員会の委員の委嘱を行い、

第４回教育委員会会議で承認いただきましたが、委員に一部変更がでましたので、平

成３０年５月１日付で新たに２名委嘱を行いました。委嘱にあたりまして、香芝市就

学指導委員会規則第３条第２号の規定により５月１日付で委嘱している関係上、香芝

市教育委員会の権限に属する事務の一部委任及び臨時代理に関する規則第４条第２項

の規定により報告し、承認をお願いするものでございます。何卒、慎重審議いただき、

ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの説明に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

各委員     (「なし」の声あり) 

 

教育長  それでは本件について、質問がありませんでしたので、原案のとおり承認してもよ

ろしいですか。 

 

各委員     (「異議なし」の声あり) 

 

教育長  それでは本件について、異議がありませんでしたので、原案のとおり承認すること

といたします。 

 

日程５(３)香芝市教科用図書選定委員の委嘱又は任命について 

 

教育長  続きまして、案件（３）議第１２号「香芝市教科用図書選定委員の委嘱又は任命に

ついて」を事務局より説明お願いいたします。 

 

学校教育課長  失礼します。ただいま提案になりました議第１２号「香芝市教科用図書選定委員の



委嘱又は任命について」の提案理由の説明を申し上げます。 

  本案は、平成３１年度使用教科用図書選定委員の委嘱または任命につきまして、香

芝市附属機関設置条例別表第２の規定により、本委員会にお諮りするものでございま

す。選定委員としてお諮りする方々につきましては、議案書６ページに記載しており

ます。何卒、慎重審議いただき、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの説明に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

各委員     (「なし」の声あり) 

 

教育長  それでは本件について、質問がありませんでしたので、原案のとおり可決してもよ

ろしいですか。 

 

各委員     (「異議なし」の声あり) 

 

教育長  それでは本件について、異議がありませんでしたので、原案のとおり可決すること

といたします。 

 

日程５ 追加案件（１）香芝市議会議案の作成に伴う意見の聴取について 

 

教育長  本日追加議案が提出されておりますが、それについて今日の日程に追加し、審議す

ることにご異議ございませんか。 

 

各委員     (「異議なし」の声あり) 

 

教育長    ありがとうございます。異議がないようですので、議案を追加し、審議することと

いたします。 

 

教育長  追加案件（１）承第８号「香芝市議会議案の作成に伴う意見の聴取について」を事

務局より説明をお願いいたします。 

 

教育総務課長  失礼します。ただいま提案になりました承第８号「香芝市議会議案の作成に伴う意

見の聴取について」の提案理由の説明を申し上げます。 

  現在問題となっている教職員の「働き方改革」を推進させるべく、文部科学省にお

きまして、学校現場における業務改善加速事業が実施されているところでございます。

それにともない、今年度におきましては奈良県が文部科学省より当該事業を受託して

おります。そして奈良県より、香芝市が当該事業の再委託を受託する予定でございま

す。つきましては、平成３０年６月議会におきまして、補正予算を上程させていただ

き、議決後に業務改善事業を実施する予定でございます。補正予算の概要につきまし

ては、歳入が奈良県から委託金として１４９万３０００円。歳出が、講師謝礼として

報償費４０万３０００円、旅費として２８万２０００円、消耗品として１６万７００



０円、通信運搬費として１６万４０００円、事務用機器借上料として４７万７０００

円、合計１４９万３０００円を計上しております。何卒、慎重審議いただき、ご承認

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの説明に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

中木委員  今回の、歳入及び歳出についての補正はこれで結構ですが、１つ参考にお伺いしま

す。国あるいは県が働き方改革という目線で、職員を増強してくださるというありが

たい取組をしてくれていると思いますが、香芝市で約１名の増員と伺っています。以

前から各学校の校長先生からお話を聞くと、やはり事務職員をもっと増強して欲しい

という声が必ず出てきているという現状があります。１名増えるだけでも結構だと思

うのですが、今後、国や県、香芝市はどのような方向を向いているのか、もし知って

いることがあればお伺いします。 

 

教育総務課  さきほど仰っていただきました、事務職員１名の増員とのことですが、今回の事業

に伴うものですが、あれはあくまでも県の予算で配置させていただいているところで

ございます。今般の事業につきましては、さきほどの話と重複するかもしれませんが、

文部科学省の主導のもと、教職員の業務改善に取り組む市町村につきまして、都道府

県の県教委を通じて指定しまして、教職員の勤務実態の把握や業務改善に関する時勢

研究を行うことを目的としたものであります。奈良県としては、２０１８年から２０

２０年までの３ヵ年を集中取組期間としまして、長時間労働の是正や労働生産性の向

上等の様々な実態調査を通じて検証をすすめていくものでございます。それで今年度

が最初の１ヵ年目でございます。一応私どもも県の教職員課の担当と話をするなかで

は、向こうもある程度、継続的に事務職員をできれば配置していきたいと確認してお

ります。ただ、あくまでも予定でありますので、香芝中学校につきましても、平成３

１年度３２年度引き続き配置されるのか、あるいは他の学校につきましても増員の措

置が取られるのかは現時点では未定でございます。以上です。 

 

教育部長  今回の業務改善の事業につきましては、さきほど教育総務課長から説明があったと

おりですが、香芝中学校に配置されている事務職員については３年程度を目処にとい

う考えを県が持っているというところでございます。ただ、全国的な動向としては、

教職員が担うべき業務といった点で国が明確に業務分担について示しておりますので、

そういった中で、今後は部活動の支援員ですとか、あとスクールサポートスタッフ、

学校のプリント刷りですとか簡単な教職員の業務をサポートするスタッフの増員です

とか、それ以外にもスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーといった、

チーム学校といった名目での職員の強化といったことを、長い目で国のほうは考えて

います。そういった中で、教職員が担うべき仕事と、専門員が担うべき仕事を明確に

して業務改善を図るというような方向性が出ていると聞いておりますので、国のほう

も即座に予算化することは難しいとはいえ、徐々にこういう業務改善が進んでいくだ

ろうと私どもは認識しております。以上です。 

 



中木委員  業務改善、要は学校の教師としてあるいは事務職職員として何をしなければいけな

いのかというところをしっかりとこのような機会に見つめ直すということについて、

例えば私達は校区担当といったことがありますので、それぞれの学校の具体的な意見

も含めて聞かせていただくというと同時に、教師のあるべき姿を基本にあるわけです

が、それにむけてやれるように我々も一緒に活動していきたいなと思っています。教

育委員会としても、本当にやってもらいたいことをやっていただいているということ

を管理職だけでなく先生や職員が感じてもらえるような環境を作るという役割が教育

委員会にはあるので、今後とも我々教育委員もそれに向けて一緒に活動したいと思っ

ています。また、事務局もその方向になるよう今後ともよろしくお願いしたいと思い

ます。以上です。 

 

教育長  それでは本件について、ほかに質問がありませんでしたので、原案のとおり承認し

てもよろしいですか。 

 

各委員     (「異議なし」の声あり) 

 

教育長  それでは本件について、異議がありませんでしたので、原案のとおり承認すること

といたします。 

 

日程５(４)その他報告  

 

教育長  その他案件として各課より報告等があればお願いいたします。 

 

市民図書館長  失礼いたします。４月の第４回教育委員会会議において皆様にお知らせさせていた

だきました、子ども読書の日関連事業として今月１２、１３日の２日間「ようこそ本

のゆうえんちへ」と名づけたイベントを実施させていただきました。文化センター２

階を会場にいたしまして、１２日は樟蔭女子大学の学生による大型絵本の読み聞かせ

や紙人形、１３日には、絵本にちなんだコンサートを行いました。また両日、手作り

絵本のコーナーなど４つのコーナーを設置し実施したところでございます。ただし、

１３日は激しい雨の降るあいにくの天気となったのが残念でしたが、２日間で延２３

９名の方に来ていただいたという結果となりました。以上報告させていただきます。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの報告に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

中木委員  ２日間で２３９名、熱心な方がおられたというご報告だったのですが、子どもを対

象に読書の日を設定したというところですが、今後はどのような見通しでこういう活

動をしていく、あるいは計画についてお聞かせ願えますか。 

 

市民図書館長  これ以外にも、年間を通じて子どもを対象としたいろんな計画を組んでいるところ

でございます。いま現在５月につきましては、この「ようこそ本のゆうえんちへ」が

終わったあと、図書館の隣にあります視聴覚室におきまして、えほんパークというコ

ーナーを設けさせていただきまして、いろんな絵本を閲覧したり、借りたりすること



ができるコーナーを設置しております。エレベーターを降りたときや階段で３階へ来

たときに目がつくようなところに案内看板を出させていただいております。連日予想

以上の方が利用しており、３回ほど本が少なくなったので、新しい本を追加で置かせ

ていただくなどご好評いただいているところでございます。また、学校への巡回図書

も開始しておりますし、さらに小学３年生の方も図書館見学に来ていただいています。

今後もそういうような絵本に限らない子どもを対象とした事業をいろいろ実施し、夏

休み期間にも子どもを対象とした事業を計画しているところでございます。 

 

中木委員  ありがとうございます。先日伊丹市へ見学された図書館について感じたことを経営

会議であげていただいたということなのですけれども、来館者が減っているという全

体的な流れの中で、子どもをターゲットとしてやっていただいているということが非

常に良い点だと思いますので、他の自治体の見学で身につけた知恵を含め、今後とも

輪が広がるような活動をしていただきたいと思っております。以上です。 

 

 

教育長  ありがとうございます。ほかになにかご意見・ご質問ございませんか。 

  ないようですので、次の報告をお願いします。 

 

学校教育課長  失礼します。学校運営協議会のことについて説明させていただきたいと思います。

平成２９年４月の法改正を受け、現在学校運営協議会の設置が教育委員会の努力義務

となっております。平成２９年度に二上小学校へ学校運営協議会を設置したことでコ

ミュニティ・スクールとなりましたが、今後の香芝市の方向性を５月の校長会や教頭

会などで各学校の管理職に示させていただきました。今回、香芝市版コミュニティ・

スクール構想として現在各学校で取り組まれている学校地域パートナーシップ事業に

基づく、学校コミュニティ協議会を母体とする学校運営協議会の設置を２０２０年度

末を目標にさせていただいています。具体的には、コミュニティ協議会にいわゆる「知」

「徳」「体」の３つの部会を設置していただき、その代表の方がその学校の運営協議会

の委員となっていただき、中学校区ごとに横の連携をとりながら９年間を見通した教

育活動のあり方を考えていこうという試みです。現在、各学校のコミュニティ協議会

の活動内容や各部会の構成もさまざまですので、先日より今年度の一回目の学校のコ

ミュニティ協議会が各校で実施され始めておりますが、その場に出席しまして、この

香芝市版コミュニティ・スクール構想について保護者の方、地域の方、あるいは先生

方等に説明をしている段階であります。また教育委員の皆様においても、２０２０年

度末を目標としておりますが、それぞれ各学校への相談に乗っていただきながら、ス

ムーズにことが運べるようにご協力していただけたらと思います。以上です。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの報告に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

中木委員  いま現在１校、これを１４校に増やす、それもあと３年ほどでするということにつ

いてですが、やはりこれからのコミュニティ・スクールは従来の活動から大きく幅が

広がりますし、それぞれ団体の責任や権限が大きくという方向ですよね。実際そこで



活動している人々にいかにやる気や意欲を出させる環境を醸成できるのかが成否を決

めるのかなと思います。エサを与えたら何かが釣れるというような発想ではなく、や

はり地域のために、学校のためにという思いをお持ちの方がこの市内にはたくさんい

るわけで、その人たちの意欲をいかに引き上げていただくかということを学校だけで

なく教育委員会も上手く仕掛けを作っていくということも今後の私達の仕事だと思い

ます。学校ばかりに押し付けるのはとんでもないことになるかと思います。この制度

自体はいい方向に向いていると思いますので、上手な仕掛けを教育委員会としても誘

導していけるように、いろんな知恵を集めたらいいのかなと思いますので、今後もよ

ろしくお願いします。 

 

教育長  ありがとうございます。ほかになにかご意見・ご質問ございませんか。 

  ないようですので、次の報告をお願いします。 

 

教育部次長  失礼します。こども課の案件ですが、今年度こども課のほうでは、公立幼稚園・保

育所の再編整備計画を作成しております。その中で、幼稚園・保育所の再編や、また

質の高い保育・教育を一体的に提供するための取組に向けた基礎資料を作るためにア

ンケート調査を実施したいと思っております。今月末に対象１０００名の０～５歳の

就学前の児童を無作為に抽出し、その保護者を対象にアンケート送付させていただき、

６月末締切で回答をお願いするものでございますので、このような取組をしていると

いうご報告をさせていただきます。以上です。 

 

教育長  ありがとうございます。ただいまの報告に対しまして、なにかご意見・ご質問ござ

いませんか。 

 

中木委員  アンケートを実施していくということは１つの手法として大事なことだと思います

が、アンケートをした際に回答回収率が非常に低いといったことも伺っております。

今回も１０００人に対して回収率が最低でも７割以上、多ければ多いほどいいという

中で、保護者へどのようなアンケートを送付したのかを簡単に教えてください。 

 

教育部次長  一応回収率のこともございますので、極力負担のないアンケートにしており、基本

的には選択式の形式にし、最後のその他欄を除き、すべて丸をつけていただくような

選択式にしました。以上です。 

 

教育長  ありがとうございます。ほかになにかご意見・ご質問ございませんか。 

 

教育長  ないようでしたら、次回の教育委員会会議の日程を決めたいと思います。次回の平

成３０年第６回教育委員会会議（６月定例）は６月２６日火曜日午後１時３０分から

の予定でお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

教育長  それでは、本日の案件はすべて終了いたしました。これをもちまして平成３０年第

５回（５月定例）教育委員会会議を閉会いたします。委員の皆様には、慎重審議をい

ただきましてありがとうございました。また、今後ともよろしくお願いいたします。



それでは閉会といたします。 

 

（午後２時２５分 閉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


